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１．平成20年度第１四半期決算の特徴

①主要損益の状況【単体】

本業の収益を示すコア業務純益は、前年同期比14億円の増益となり、３期連続で過去最高の139億円

 [9]となりました。これは、貸出金や有価証券などの運用資産増加により資金利益が約７億円増加[2]

 したこと及び預かり資産販売が好調なことにより役務取引等利益が10億円増加[3]したこと、並びに

 引き続き経費の削減に努め、２億円の削減[5]を行ったことによるものです。

なお、国債等債券損益が50億円増加[10]及び一般貸倒引当金繰入額が13億円増加[11]したことから

 業務純益は51億円増加[12]の222億円となりました。

臨時損益の部分では、これまで以上に厳しい基準で自己査定を実施したことから、不良債権処理は、

（百万円）

1 業務粗利益 9,148 △ 445 9,593
2 資金利益 8,068 △ 285 8,353
3 役務取引等利益 840 △ 431 1,271
4 その他業務利益 239 269 △ 30
5 経費（除く臨時処理分）(△) 6,733 90 6,643
6 うち人件費 2,866 148 2,718
7 うち物件費 3,370 △ 13 3,383
8 実質業務純益 ※注2. 2,415 △ 535 2,950
9 コア業務純益 ※注3. 3,486 723 2,763
10 国債等債券損益（5勘定尻） △ 1,070 △ 1,256 186
11 一般貸倒引当金繰入額(△)
12 業務純益 2,415 △ 535 2,950
13 臨時損益 △ 1,227 △ 1,897 670
14 うち貸倒償却等(△) 332 199 133
15 うち株式関係損益 △ 872 △ 566 △ 306
16 うち株式等償却(△) 346 △ 262 608
17 経常利益 1,188 △ 2,432 3,620
18 特別損益 771 569 202
19 うち貸倒引当金戻入益 600 521 79
20 うち償却債権取立益 178 52 126
21 税引前四半期純利益 1,960 △ 1,863 3,823
22 法人税、住民税及び事業税(△) 13 △ 2,812 2,825
23 法人税等調整額(△) 1,234 △ 1,234
24 四半期純利益 1,946 △ 285 2,231
25 与信コスト（11＋14－19－20） △ 447 △ 375 △ 72

（注） 1.金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

2.実質業務純益とは、一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益です。

3.コア業務純益とは、国債等債券損益（5勘定尻）及び一般貸倒引当金繰入額を除いた業務純益です。

（百万円）

19年６月期

19年６月期比

20年６月期

　平成20年度第１四半期は、引き続きサブプライムローン問題による市場の混乱が続く中、本業の収益を示す
コア業務純益は、前年同期比７億23百万円増加し34億86百万円となり、順調に推移しております。
　また、与信コストは前年同期比３億75百万円減少し、４億47百万円の戻入益となりました。以上の結果、経
常利益は11億88百万円となり、四半期純利益は19億46百万円となりました。
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②主要勘定の状況【単体】
ア　預金

（百万円）

（末残） 2,265,088 54,822 73,960 2,210,266 2,191,128
うち個人預金 1,838,554 51,364 31,893 1,787,190 1,806,661

（平残） 2,211,628 67,874 29,238 2,143,754 2,182,390
うち個人預金 1,812,968 49,805 24,426 1,763,163 1,788,542

（億円）

イ　貸出金

 （百万円）

（末残） 1,613,975 89,761 14,484 1,524,214 1,599,491
事業性貸出金 1,131,073 73,879 10,978 1,057,194 1,120,095
消費者ローン 482,902 15,883 3,506 467,019 479,396

住宅ローン 465,915 17,357 4,148 448,558 461,767
その他ローン 16,986 △ 1,475 △ 643 18,461 17,629

（平残） 1,602,947 124,030 76,042 1,478,917 1,526,905

（億円）

貸 出 金

貸 出 金

20年３月期

19年６月期比 20年３月期比

預 金

預 金

20年６月期 19年６月期

20年６月期 19年６月期 20年３月期

19年６月期比 20年３月期比

　貸出金は、事業性貸出を中心に順調に推移し、年間897億円（年率5.9％）増加しました。

19,521
18,731

22,102
20,730

22,650

15,246 16,078
16,602

17,871 18,385

16年6月期 17年6月期 18年6月期 19年6月期 20年6月期

預金 うち個人預金

16,13915,242
14,417

13,68312,716

11,31010,5719,9789,3738,849

4,6594,4854,2444,1183,665

16年6月期 17年6月期 18年6月期 19年6月期 20年6月期

貸出金 うち事業性貸出 うち住宅ローン

　預金は、個人預金を中心に年間548億円（年率2.5％）増加しました。
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ウ　有価証券

（百万円）

（末残） 738,867 △ 208,398 381,203 947,265 357,664
うち株式 50,746 △ 47,898 △ 15,553 98,644 66,299

（平残） 718,962 △ 217,908 △ 254,059 936,870 973,021

　評価損益【単体】
（百万円）

△ 16,037 5,234 21,272 △ 7,570 5,453 13,024
127 3,507 3,380 △ 3,745 2,978 6,723

△ 1,096 374 1,471 2,259 2,372 113
△ 15,068 1,352 16,420 △ 6,084 102 6,186

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表計上
額と取得価額との差額を計上しております｡

２．平成20年６月末における「その他有価証券」に係るその他有価証券評価差額金は、△16,037百
万円であります。

③預かり資産

（百万円）

預かり資産 344,763 28,716 19,307 316,047 325,456
個人年金保険等 135,571 36,060 10,248 99,511 125,323
公共債 47,788 4,260 △ 149 43,528 47,937
投資信託 161,403 △ 11,605 9,208 173,008 152,195

（注） 個人年金保険等は、販売累計額を計上しております。
（億円）
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  有価証券の20年６月期末残高は、20年３月期比3,812億円増加して7,388億円となりました。

　独立系地銀の立場を活かし、系列にとらわれないお客さまの目線に立った多様な金融商品を揃え、預かり資
産残高は、個人年金保険等が増加し、3,447億円となりました。
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④金融再生法開示債権の状況【単体】

（百万円）

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 9,043 △ 2,030 △ 169 11,073 9,212
危険債権 25,780 22,129 2,998 3,651 22,782
要管理債権 4,750 △ 21,362 △ 2,352 26,112 7,102
小計    　　　 　　　（Ａ） 39,575 △ 1,262 478 40,837 39,097
正常債権 1,596,535 90,182 14,828 1,506,353 1,581,707
総与信合計           （Ｂ） 1,636,110 88,919 15,305 1,547,191 1,620,805

（％）
開示債権比率 （Ａ）÷（Ｂ） 2.41 △ 0.22 0.00 2.63 2.41

部分直接償却による減少額
　19年６月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　29,879百万円
　20年３月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　20,502百万円
　20年６月末：破産更生債権及びこれらに準ずる債権　20,858百万円

（億円・％）

５．金融再生法開示債権に対する保全状況【単体】

金融再生法開示債権に対する保全状況
（百万円）

保全額　　　　 　　　（Ｃ） 33,826 △ 697 34,523
貸倒引当金 9,213 △ 1,229 10,442
担保保証等 24,612 532 24,080

（％）
保全率 （Ｃ）÷（Ａ） 85.4 △ 2.9 88.3

9,043 25,780 4,750 39,575
9,026 14,270 1,315 24,612

回収懸念残高 17 11,510 3,435 14,963
貸倒引当金 17 6,505 2,691 9,213
引当率 100.0% 56.5% 78.3% 61.5%
保全率 100.0% 80.5% 84.3% 85.4%

20年３月末比

20年６月末

債権残高
回収可能見込額

（Ａ－Ｄ＝Ｅ）
（Ｄ）

危険債権 要管理債権 合計
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（Ｆ÷Ｅ）
（Ｄ＋Ｆ）÷Ａ

19年６月末比 20年３月末比

破産更生債権及び
これらに準ずる債権

（Ａ）

（Ｆ）

（注）

  平成20年６月期の金融再生法開示債権は、19年６月期比12億62百万円減少し395億75百万円となり、開
示債権比率は2.41％となりました。資産の健全化が一段と進んでいます。
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⑤自己資本比率の状況

【単体】
（百万円）

自己資本比率（％） 9.83 % △ 1.76 % △ 0.92 % 11.59 % 10.75 %
基本的項目（TierⅠ） 59,604 △ 38,759 △ 6,523 98,363 66,127

TierⅠ比率（％） 4.99 % △ 2.38 % △ 0.59 % 7.37 % 5.58 %
補完的項目（TierⅡ） 58,878 1,356 △ 3,591 57,522 62,469

自己資本 117,366 △ 37,389 △ 10,107 154,755 127,473
リスク・アセット等 1,193,605 △ 140,980 8,682 1,334,585 1,184,923

47,744 △ 5,639 348 53,383 47,396
（注）総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。

【連結】
（百万円）

自己資本比率（％） 9.73 % △ 1.52 % △ 0.89 % 11.25 % 10.62 %
基本的項目（TierⅠ） 61,052 △ 38,687 △ 6,494 99,739 67,546

TierⅠ比率（％） 5.06 % △ 2.36 % △ 0.57 % 7.42 % 5.63 %
補完的項目（TierⅡ） 60,067 1,797 △ 3,195 58,270 63,262

自己資本 117,507 △ 33,824 △ 9,781 151,331 127,288
リスク・アセット等 1,206,522 △ 137,604 8,269 1,344,126 1,198,253

48,260 △ 5,505 330 53,765 47,930
（注）総所要自己資本額は、リスク・アセット等に４％を乗じた額であります。

総所要自己資本額

20年３月期

19年６月期比 20年３月期比
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20年６月期 19年６月期 20年３月期

19年６月期比 20年３月期比

　単体自己資本比率は9.83％と引き続き十分な水準を維持しております。
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